
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平成２９年１０月２４日 

山形県庁県産米ブランド推進課 

山形「つや姫」「雪若丸」ブランド化戦略推進本部 

オールやまがた米づくり日本一運動本部 

Ｎo．６ 

朝晩冷え込むようになり、県内はすっかり秋の気候となりました。9 月 22 日（金）、やわらかな日

差しが降りそそぐ秋晴れの空の下、山形市みのりが丘にある農業総合研究センターにて「つや姫」「雪

若丸」の稲刈りを行いました。 

参加者は、頭を垂れた「つや姫」「雪若丸」を一株一株丁寧に鎌で収穫。吉村知事は、「重いですよ。

しっかりと実っているんだね。」と刈り取った稲を抱えて実りを確認していました。参加した保育園児

たちにとっては、初めての稲刈り。自分の背丈ほどもある稲や田んぼの感触にはしゃぎながら、小さな

手でしっかりと稲を掴み、上手に刈っていました。 

さて、県内の稲刈りはそろそろ終わりを迎え、生産者は収穫の喜びにひたりながらほっと一息ついて

いるところです。今年も、生産者の努力のおかげでおいしいおコメができました。店頭に並んだ山形の

新米を、どうぞよろしくお願いします。 

 

写真撮影の掛け声は「いねかりー！」  

 

実りを確認しながら稲刈りを行う吉村知事 

９月２４日（日）、山形空港で開催された「お

いしい山形空港フェスティバル２０１７」で、輪

投げゲームを開催しました！成績に応じて「つや

姫」の精米がプレゼントされるとあって、子ども

たちだけではなく大人も真剣に輪投げを楽しん

でいました。「つや姫」をゲットした親子は、「さ

っそく今晩炊こう！」とほくほくの笑顔でした。 
「つや姫」をゲットすべく輪投げに挑戦する来場者 



 

 

 

 

 

 

 

皆さまお待たせしました！「雪若丸」の先行販売がついにスタートしました！ 

量販店での販売開始に先立ち、9月 23日（土）霞城セントラルにて「雪若丸」の先行販売オー

プニングイベントを開催しました。参加者は、「雪若丸」が多くの方々に愛されるブランド米にな

るよう祈願し、「雪若丸」が入った樽の鏡開きを行いました。吉村知事は、「「雪若丸」は、粒感や

噛み応えがある元気なおコメ。「つや姫」のように、トップブランド米となるよう全国に PR して

いく。」とあいさつし、来場者に応援を呼びかけました。 

この日、200 袋限定で販売された「雪若丸」を手に入れようと、会場には行列ができました。

購入者の中には、なんと販売開始の４時間前から並んだという方も！皆さん、何日も前から楽しみ

にしていた様子で、用意された「雪若丸」は飛ぶように売れ、約 20分間で完売しました。 

各量販店でも、「雪若丸」の売れ行きは好調です！今年は生産量が少なく希少な「雪若丸」。見か

けた際は、すぐにお手に取っていただくことをおすすめします！ 

吉村知事が購入者に「雪若丸」を手渡しました 「雪若丸」の鏡開きを行う吉村知事(写真中央)ら 

 １０月１４日（土）、１５日（日）に山形県総

合運動公園（天童市）で行われた農林水産祭にて、

「雪若丸」の炊き立てごはんの試食と、おにぎり

の配布を行いました。試食した方からは、「普段

食べているおコメよりもおいしい」「買ってみた

い」という声が多く聞かれ、大好評でした。   

これからも、皆さんに「雪若丸」ファンになっ

ていただけるよう、力を入れてＰＲしていきま

す！ 

 

チーム雪若丸からおにぎりを受け取る来場者 


